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1. は じめ に
房総半島南部の鴨川から西に延びる嶺岡山地には,舵
紋岩化した斜方輝石かんらん岩,はんれい岩にともなっ
て,超苦鉄質ピクライト玄武岩類の小岩体が点在する
(鮫島,1958,1970;兼平他,1968;佐藤,1975).
超苦鉄質ピクライト玄武岩類の一部には,急冷された
とみなされる表層部にチタン輝石 (titanaugite)の樹枝
状結晶が発達する.この樹枝状結晶の形態は,急冷され
るマグマの中での急速な結晶の成長が,どのように進行
するかを示すものとして興味深い.
このような樹枝状結晶が,海洋底に噴出した枕状溶岩
をなす玄武岩類に多数見出されることを,BRYAN(1972)
はこれらの岩石の超薄々片での観察をもとにして,報告
している.
我国では,嶺岡帯とおなじく,四万十帯の東方延長と
みなされている瀬戸川帯に,同様のピクライト玄武岩の
小岩体が存在し,その一部に単斜輝石の樹枝状結晶が発
達している (高沢耕一,私信).また,御荷鉾帯の緑色
岩のなかに,このような輝石の樹枝状結晶が残存してい
る例のあることが知られている (岩崎正夫,口頭 ;猪俣
道也,私信).
今回,嶺岡山地産の超苦鉄質ピクライト玄武岩の樹枝
状チタン輝石につき,走査型電子顕微鏡を用いることに
より,その微細形態の立体像を観察することができたの
で,その結果について簡単に報告する.
走査型電子顕微鏡による観察および撮影については,
岡山大学温泉研究所温泉地質学部門の田崎和江氏にお世
話になった.また同装置は,同研究所リ-ビリテーショ
ン医学部門に設置の日本電子KK製JSM50Aを使用し
た.同部門の野一色泰晴博士には,技術上の有益な助言
をいただいた.以上の方々および,走査型電子顕微鏡の
使用を許された仲原泰博教授はじめ,リ-ビリテーショ
ン医学部門の方々に感謝申上げる.
2.試料に関する記載および実験方法
超苦鉄質ピクライト玄武岩は,主として,なかば蛇紋
右化した自形性のカンラン石と,肉眼的にみて撤密な暗
色の石基部からなる.カンラン石は,容量比で,約58.8
%をしめ,大きさが5m に達する大型斑晶(Fo89-91)
と1mm以下の徴斑晶 (Fo86-90)からなる.
樹枝状チタン輝石は,石基の主要な部分をしめ,樹枝
状結晶の空隙は,Al,Siの他,Naを含むガラスが埋め
ている.また,Ti02を2-4%含むクロムスピネルが,
カンラン石の内部に,あるいは石基部に散点する(田崎,
1975).野外において,この樹枝状チタン輝石を含む部
分は,数10mの問に,hour-glass構造をもつ単斜輝石と
斜長石をふくむ斑状組織に漸移する.
樹枝状チタン輝石の化学成分は,Ca45-50Mg37-46
Fell-15で,∑FexlOO/Mg+∑Fe+Mnの値は,23.0
-33.0まで巾広い変化をしめし,樹枝状結晶の先端や縁
にむかつて,FeOは増加する (TAZAKI,1976).
走査型電子顕微鏡による観察に供した試料は,以下の
要領で調製した.すなわち,5mm2×1-2mmの岩片
をつくり,柿 (1969)の方法を参考にして,約5%の
HF溶液に約5時間浸し,石基のガラス質部分を溶解さ
せる.とり出した試料は,流水で約20分間洗条した後,
蒸潜水で洗条し,風乾させる.
真ちゅう製の試料台上に鋭ペーストで同定した後,回
転試料台を用いて,カーボンおよび金の二重蒸着をほど
こす.以上のようにして調製した試料について,走査型
電子顕微鏡を用い,加速電圧,15kVの条件で観察した.
3.観 察 結果
偏光戟徴鏡による観察から,急冷相をしめすチタン輝
石には,大きくわけて二種類の形態,すなわち,1)辛
歯状,2)骸晶状のものが区別される (図版Ⅰ-1).
羊歯状と呼ぶものでは,巾5-8pm,長さ数100FLm
の針状に伸びた葉柄状の部分から菓脈状部に相当する針
状結晶が突出する.葉柄状部は,しばしば,大きさ5pm
以下のクロムスピネルを核として,これより放射状に伸
びる.近接した多数の核から,結晶の成長がほぼ同時に
進行するため,成長する結晶間に干渉が起り,形態は複
関 崎
雑になっている.
骸品状と呼ぶものは,椎骨のいくつかが連続したもの
の断面のようにみえるもので,端で小さくなっている場
合が多い.
1),2)の他に,ごく少量であるが燕尾状 (swalow-
tailed)(BRYAN,1972)のカンラン石が見出される.
走査型電子顕微鏡 (以下,走査電顕と略称する)によ
る観察結果を,図版Ⅰ-2以下にしめした.
図版Ⅰ12,3は,扇平な楕円ないしカシューナッツ状
の断面(長径2-5〝m)をもつ小柱状の結晶が,刷子状
に方向性をもって配列するもので,偏光顕微鏡下で羊歯
状にみえる針状結晶の一部は,このような結晶を側面か
ら観たものであろう.
図版Ⅱには,骸晶状の結晶の立体像をしめした.Ⅱ-1,
2は,同一のものではないが,骸晶状の形態を真上から
と斜め上方から見下したものである.薄片で,連結する
椎骨の断面状にみえるものが,実は,その一個ずつがレ
ール状に長く延びる結晶の,積重さなった状態の断面で
あることが示されている.レー ル状にみえる個々の結晶
の中央部に例外なく,太い稜線が発達している･薄片で
の観察によれば, この骸晶状結晶は,光学的に椎骨状形
態の連結する方向に対し,直消光であり,光学的方位は
-致している.
図版Ⅱ-3は,より小型の骸晶状結晶の側面を斜め上方
から観察したもので,よくみると,個々の結晶の横断面
が,Ⅱ-1,2と同様の形態をしていることがわかる.
以上の結果から,羊歯状結晶の葉脈状にみえる部分の
切断面が骸晶状を示していることがわかった.
したがって,薄片で,羊歯状結晶を構成し,針状にみ
える部分は,図版Ⅰのような針状結晶の集合である場合
と,図版Ⅱのレー ル状結晶の集合である場合とがあるよ
うである.
図版Ⅱ-1,2は,ステップ状に成長した形態を示す も
ので,一連のステップと隣接するステップとの間は連結
していないようにみえるが,Ⅱ-1の左下部分には,その
末端が覆瓦状に重なりあう状態が示されている.おおむ
ね,平滑にみえる表面に,四辺形状の穴や小丘が観察さ
れる.この表面上の突起が著るしいものをⅡ-3に示 し
た.方向性をもって配列した薄板状の突起が,隣接する
結晶との境界が折れて除去された跡をしめす ものなの
か,結晶成長の初期の状態をしめすものか,この場面か
らだけでは,判断できないが興味深い.
4.まとめと考察
樹枝状チタン輝石は偏光顕微鏡下で,1)羊歯枕,2)
骸晶状という二種類の形態を示す.この樹枝状チタン輝
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石の散形態を走査電屍別こより観察した結果,以下のこと
がわかった,羊歯状形態は,刷子状に密集した針状結晶
の配列を側面から観察した場合,およびレ-ル状ないし
H字状の断面をもつ結晶の覆瓦構造を側面から観察した
場合にそれぞれ現われる.
以上の他にステップ状に成長した形態を示す結晶が見
出された.このステップ状結晶の平坦面には,方向性を
もった薄板状の小突起が見出された.
マグマから晶出する鉱物の形態と晶出時の条件 (液体
の温度,粘性,元素の拡散係数など)との問には,密接
な関係がある (KtRKPATRICK,1975).
LoFGREN(1971,1974)は,マグマから晶出する結晶
の形態が,過冷却の程度 (degreeofsupercooling-△T)
に依存することを斜長石組成のゲルや玄武岩ガラスを用
いた結晶作用の実験から明らかにした.すなわち,Ab-
An -H20系で,PH20-5kb.のもとで,△Tを小さく
とると,自形性の斜長石が晶出するが,△Tを大きくし
てゆくに従い,晶出する斜長石の形態は,骸晶状から樹
枝状,spherulite状へと変化することを見出している.
この形態の一連の変化は,玄武岩ガラスを用いた時に生
ずる輝石についても起こることが確認された.
今回取扱ったピクライト玄武岩は,同地域に分布する
カンラン石ソレアイト玄武岩の溶岩流などに比べ,はる
かに小規模な岩体であり,そのことは,△Tを大きくす
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MLCROMORPHOLOGY OFDENDRITIC TITA-
NAtJGITE
ByKoichiTAZAKT,Divi∫ionofGeology･I,wiiutcfor
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Dendritictitanaugitein ultrabasicpICritebasalt
fromtheMineokatectonicbelt,Bosopenhsulashows
twocontrastivemorphologysuchas;1)femytype
and2)Skeletaltype･
scalnilgelectronmicroscopicobservatiolreveals
thattherearethreetypesofmorphologyasfわlows;
1)theclusterorneedlecrystals(PlateI-2,3),
2)thepileofrailorfencelikecrystals(PlateIl),
3)thesteppedcrystals(PlateⅡ).
Theneedlecrystalshavethecrosssectionofdist-
ortede7ipsoidwith2to5pminlongdiameter.
TheskdetaJtype morpho7ogylSascribedtothe
crosssectionofthepileofrailorfencelikecrystals.
TheferrLytypemorpho一ogycomprlSeStheclustersof
needleandrailorfencelikecrystals.
図 版 説 明
図版工
Ⅰ-1:樹枝状結晶の偏光顕微鏡写真.
Ⅰ-2:刷子状に配列した結晶.
Ⅰ-3:扇平な楕円状の断面をもつ小柱状結晶.
図版Ⅱ
Ⅱ-1:真上からみた骸晶状結品.
Ⅱ-2:斜め上方からみた骸晶状結晶.
Ⅱ-3:小さい羊歯状結晶の断面.
図版Ⅱ
Ⅱ-1:ステップ状結晶.
Ⅱ -2:同上部分.
Ⅱ-3:薄板状突起.
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図版 Ⅱ
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